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図

か
ね
て
か
ら
私
の
提
唱
す
る
方
言
国
語
史
は
、
文
献
資
料
に
よ
る
国
語
史
ー
即
ち
文
献
国
語
史
に
対
立
す
る
概
念
で
あ
り
、
現

存
の
方
言
資
料
を
、
種
々
の
観
点
か
ら
国
語
史
研
究
に
役
立
て
よ
う
と
す
る
が
、

そ
の
具
体
的
方
法
と
し
て
は
、

地
域
的
比
較
法
ー
左
記
国
と
間
に
分
れ
る
。

比
較
方
言
学
的
方
法
ー
〈
体
系
性
・
法
則
性
重
視
、
巨
視
的
、
内
的
言
語
変
化
主
義
〉
等
が
特
徴
。

方
言
地
理
学
的
方
法
ー
〈
分
布
図
重
視
、
微
視
的
、
外
的
言
語
変
化
主
義
〉
等
が
特
徴
。

地
域
的
比
較
の
補
助
的
原
理
ー
R
言
語
変
化
の
一
般
的
方
向
の
仮
説

①
語
音
形
態
の
仮
説
等
。

R
複
合
保
存
の
仮
説

⑥
動
態
逆
算
の
仮
説
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史
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仮
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例
え
ば

そ
れ
は
分
布
図
自
体
の
問
題
で
な
く
、

そ
の
使
い
方
に
欠
点
が
あ
る
の
で
あ

一
般
に
地
域
的
遠
近
関
係
を
重
視
し
な
い
よ
う
だ
が
、

題
を
考
え
て
み
よ
う
。
従
来
の
比
較
方
言
学
は
、

い
。
い
わ
ゆ
る
方
言
地
理
学
的
論
文
で
は
、
余
り
意
味
の
な
い
分
布
図
を
義
理
の
よ
う
に
付
け
加
え
た
り
、
分
布
図
を
ご
く
皮
相
的
に
軽

率
に
解
釈
し
て
足
れ
り
と
す
る
よ
う
な
例
も
あ
っ
た
が
、

る
。
論
文
に
一
々
分
布
図
を
添
え
る
か
否
か
は
別
と
し
て
、
少
く
と
も
地
域
的
な
隣
接
関
係
を
考
慮
す
る
事
は
、
常
に
必
要
と
考
え
ら
れ

例
え
ば
〈
北
伊
勢
亀
山
方
言
に
お
け
る
起
キ
ル
類
（
三
拍
一
段
式
I
類
）
の
終
止
形
ア
ク
セ
ン
ト
が
、

0
●
O
型
を
と
る
〉
事
に
関
し
、

合
起
キ
タ

(
O●
0
)
・
起
キ
ヨ

無
反
省
に
隣
接
濃
尾
方
言
の
影
響
を
考
え
る
（
『
方
言
研
究
」

10
号
井
阪
三
男
氏
）
が
如
き
安
易
な
解
釈
は
厳
に
戒
め
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ

で
は
金
田
一
氏
（
『
国
語
と
国
文
学
」

50
巻
6
号
）
の
い
わ
ゆ
る
比
較
方
言
学
的
観
点
か
ら
し
て
、

た
だ
し
そ
の
問
題
の
詳
述
は
別
稿
を
ま
つ
事
と
し
、

こ
こ
で
は
さ
し
当
り
、
比
較
方
言
学
に
お
け
る
地
域
的
隣
接
性
の
問

い
わ
ゆ
る
比
較
方
言
学
的
方
法
や
方
言
地
理
学
的
方
法
等
が
す
べ
て
含
ま
れ
る
わ
け
で
、

見
、
方
法
論
的
な
潔
癖
さ
を
欠
く
よ
う
だ
が
、
し
か
し
あ
れ
や
こ
れ
や
を
と
り
こ
ん
だ
為
、
方
法
論
的
な
混
乱
を
招
く
と
い
う
事
は
な
い

は
ず
で
あ
る
。
『
国
語
学
』

145
集

122
頁
下
段
あ
た
り
の
真
田
信
治
氏
批
評
も
参
照
の
事
。

も
と
も
と
右
記
（
甲
）
の
国
佃
に
つ
い
て
は
、
『
講
座
方
言
学
③
』
（
昭

59
国
書
刊
行
会
）
の
金
田
一
春
彦
氏
・
柴
田
武
氏
論
文
や
、
『
国

語
と
国
文
学
』

50
巻
6
号
金
田
一
氏
論
文
、
柴
田
武
氏
『
言
語
地
理
学
の
方
法
』
（
昭

44
筑
摩
書
房
）
、
『
学
習
院
大
学
国
語
国
文
学
会
誌
』

17
号
徳
川
宗
賢
氏
論
文
等
々
、
そ
れ
ぞ
れ
方
法
的
特
徴
を
記
し
た
記
述
は
多
い
が
、
そ
の
両
者
の
協
力
的
研
究
は
余
り
見
ら
れ
な
い
。

こ
で
は
、
特
に
そ
れ
ら
の
協
力
が
必
要
で
あ
り
、
且
つ
可
能
で
あ
る
事
を
強
調
し
た
い
。

こ

言
語
変
化
の
理
論
的
考
察
が
不
充
分
な
場
合
も
あ
る
。
元
来
、
方
言
地
理
学
は
言
語
変

化
の
一
般
法
則
を
否
定
す
る
所
か
ら
出
発
し
た
と
も
言
え
る
が
、
法
則
性
批
判
の
為
の
例
外
探
し
に
走
っ
た
り
す
る
前
に
、
先
ず
巨
視
的

立
場
か
ら
、
そ
の
法
則
性
を
認
め
る
と
い
う
柔
軟
さ
が
必
要
だ
ろ
う
。

先
ず
従
来
の
方
言
地
理
学
で
は
、

そ
の
地
域
的
比
較
法
に
は
、

そ
れ
を
考
え
て
悪
い
は
ず
が
な

2
 



〔

2
〕

方
言
国
語
史
と
地
域
的
隣
接
性
の
問
題
（
奥
村
）

（
命
令
形

0
●

0
)
・
起
キ
ャ
セ
ン

(
O●
 0
0
0
)
の
如
き
他
活
用
形
と
の
関
係
を
想
定
す
る
〉
（
『
方
言
」
1
巻
4
号
服
部
四
郎
氏
）
な
ど
、

し
か
し
そ
れ
は
そ
れ
と
し
て
、
分
布
図
の
よ
き
利
用
は
や
は
り
有
益
で
あ
る
。
右
記
起
キ
ル
類
終
止
形
の
ア
ク
セ
ン
ト
分
布
を
詳
し
く

調
べ
て
み
る
に
、
京
阪
な
ど
近
畿
中
心
部
は
大
抵

0
0●
型
で
あ
り
、

0
●

O
型
は
、
右
記
北
伊
勢
地
方
や
、
南
大
和
（
吉
野
郡
川
上
村
一
部

な
ど
）
・
熊
野
（
尾
鷲
市
三
木
里
町
な
ど
）
・
東
近
江
（
坂
田
郡
米
原
町
醒
井
な
ど
）
•
西
美
濃
（
不
破
郡
垂
井
町
な
ど
）
•
西
播
摩
（
佐
用
郡
佐
用
町
な

の
各
一
部
等
々
、

い
わ
ゆ
る
乙
種
系
ア
ク
セ
ン
ト
と
の
境
界
域
に
著
し
い
。
も
し
そ
の

0
●

O
型
が
、
専
ら
起
キ
タ
・
起
キ
ヨ
等
の

0
●

O
型
に
影
響
さ
れ
た
も
の
な
ら
ば
、
京
阪
そ
の
他
の
地
方
で
も
、
同
様
の
現
象
が
起
っ
て
然
る
べ
き
な
の
に
、

如
き
無
核
型
が
普
通
で
あ
り
、
む
し
ろ
起
キ
テ

(
O
o
.
l下
サ
イ
の
意
）
・
起
キ
ナ

(
O
o
.

そ
こ
で
は

0
0●
の

起
キ
ナ
サ
イ
の
意
）
・
起
キ
マ
ス

●
)
等
の
諸
形
と
の
関
係
が
想
定
さ
れ
る
。
北
伊
勢
地
方
の
起
キ
ル
類
終
止
形

0
●

O
型
に
つ
い
て
は
結
局
、
起
キ
タ
な
ど
他
活
用
形
の

類
推
と
い
う
内
的
要
因
、
及
び
隣
接
方
言
の
影
響
と
い
う
外
的
要
因
の
両
者
を
想
定
す
べ
き
だ
ろ
う
。

⑮
ア
ク
セ
ン
ト
表
記
に
お
い
て
、
•
•
o
は
そ
れ
ぞ
れ
高
音
拍
・
低
音
拍
を
示
す
。

※
な
お
近
畿
地
方
の
形
容
詞
ア
ク
セ
ン
ト
に
関
し
て
は
、
『
国
語
ア
ク
セ
ン
ト
論
叢
』

257
頁
ー
生
田
早
苗
氏
論
文
・
『
近
畿
方
言
の
総
合
的
研
究
』

85
頁

l
拙
稿
等
も
参
照
の
事
。

い
わ
ゆ
る
方
言
国
語
史
的
方
法
と
は
少
し
立
場
が
異
な
る
よ
う
だ
が
、
『
学
習
院
大
学
国
語
国
文
学
会
誌
』

6
号
徳
川
宗
賢
氏
論
文
は
、

＾
比
較
方
言
学
的
な
ア
ク
セ
ン
ト
系
譜
論
で
も
、

る
。
型
の
区
別
に
調
価
を
考
え
合
わ
せ
た
御
研
究
の
進
展
を
鶴
首
し
て
い
る
次
第
で
あ
る
。

か
く
し
て
方
言
国
語
史
の
地
域
的
比
較
法
は
、
い
わ
ゆ
る
方
言
地
理
学
と
は
別
個
に
、
隣
接
地
域
の
仮
説
ー
|
'
つ
ま
り
八
隣
接
地

域
の
方
言
は
相
互
に
よ
く
似
て
い
る
は
ず
＞
と
い
う
考
え
方
ー
ー
＇
を
第
一
原
理
と
し
て
立
て
る
。
『
解
釈
と
鑑
賞
』

34
巻
8
号
26
頁
ー
等
も
参
照

ど） い
ろ
ん
な
観
点
が
必
要
だ
ろ
う
。

地
図
の
利
用
が
有
効
で
あ
る
＞
事
を
夙
に
主
張
し
た
も
の
と
し
て
、
大
い
に
注
目
さ
れ

(
O
O
O
 

3
 



な
る
の
だ
ろ
う
。

『
講
座
方
言
学
図
』
（
昭

59
国
書
刊
行
会
）
そ
の
他
の
拙
稿
を
参
照
さ
れ
た
い
。

『
国
語
国
文
』

27
巻

3
号
・
『
日
本
の
方
言
区
画
』

（昭

39
東
京
堂
）
・
『
シ
ン
ボ
ジ
ウ
ム
日
本
語
固
』
（
昭

50
学
生
社
）
．

似
て
い
る
の
に
対
し
、

《
各
境
界
の
重
要
性
の
判
定
に
よ
り
、

（
『
方
言
研
究
年
報
』

3
)

K
e
r
n
l
a
n
d
s
c
h
a
f
 t 
(
方
言
圏
）
を
求
め
た
方
法
に
通
じ
る
ら
し
い
が
、
ま
た
一
方
、
馬
瀬
良
雄
氏
（
『
信
州
大
学
人
文
論
集
』

4
号
16
頁）

に
よ
れ
ば
、
厳
密
な
意
味
の
方
言
圏
派
で
は
な
い
と
言
う
。
つ
ま
り
は
〈
分
布
図
の
重
ね
合
わ
せ
＞
と
い
う
私
の
考
え
方
が
方
言
圏
派
に

大
区
分
か
ら
漸
次
小
区
分
に
区
画
し
て
行
く
〉
と
い
う
点
で
、

柴
田
武
氏

等
に
よ
れ
ば
、

私
の
区
画
論
は
、

り
、
境
界
線
に
軽
重
の
差
を
つ
け
、
大
区
分
か
ら
逐
次
小
区
分
に
至
る
と
い
う
よ
う
な
方
法
）
＞
方
言
区
画
を
提
唱
し
て
き
た
。ノヽー、

ド
イ
ツ
の
言
語
地
理
学
者

K
•
H
a
a
g
や

そ
れ
と
異

、l
l
I
ん

G
r
o
s
s
e

が

の
よ
う
な
境
界
線
主
義
で
あ
り
乍
ら
、
而
も
各
方
言
間
の
史
的
関
係
を
物
語
る
（
具
体
的
に
は
、
多
く
の
分
布
図
を
重
ね
合
わ
せ
て
行
く
事
に
よ

い
う
考
え
方
に
連
る
。

私
は

〔

3
〕

〈そ

方
言
国
語
史
の
地
域
的
比
較
法
で
は
、
右
記
川
隣
接
地
域
の
仮
説
の
他
、
旧
遠
隔
地
域
の
仮
説
、
価
中
間
地
域
の
仮
説
な
ど
を
掲
げ
る

わ
け
だ
が
、
こ
の
よ
う
な
構
想
の
発
表
は
、
昭
和
42
年
秋
の
日
本
方
言
研
究
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
於
広
島
大
学
）
あ
た
り
が
最
初
だ
っ
た
か

と
思
う
。
尤
も
『
解
釈
と
鑑
賞
』

34
巻

8
号
や
『
新
編
国
語
史
概
説
』
（
昭
53
有
精
堂
）

50
頁
ー
等
の
拙
稿
で
は
、
た
ま
た
ま
右
記
（
よ
り

も
皿
や
価
に
紙
数
を
割
き
、
い
わ
ゆ
る

A
B
A
型
分
布
や

A
B
C
型
分
布
の
解
釈
等
を
試
み
る
事
と
な
っ
た
が
、
こ
れ
も
つ
ま
り
は
、

（
が
そ
の
第
一
原
理
と
し
て
、
皿
や
価
よ
り
も
簡
単
明
瞭
な
理
法
だ
っ
た
為
と
言
え
よ
う
か
。

〔

2
.
1〕

な
お
右
記
隣
接
地
域
の
仮
説
は
、
全
呂
語
は
地
を
這
う
よ
う
に
伝
播
す
る
〉
と
い
う
方
言
地
理
学
的
な
考
え
方
に
連
る
よ
う

だ
が
、
し
か
し
方
言
国
語
史
的
方
法
が
、
必
ず
し
も
方
言
地
理
学
的
方
法
と
一
致
す
る
も
の
で
な
い
事
は
、
旧
稿
で
も
く
り
返
し
述
べ
て

き
た
如
く
で
あ
る
。

の
事
。

所
で
、
右
記
地
域
的
隣
接
性
を
重
視
し
た
方
言
国
語
史
的
研
究
は
、
当
然
ま
た
＾
史
的
関
係
を
物
語
り
得
る
方
言
区
画
論
〉
と

境
界
線
主
義
の
方
言
区
画
が
隣
接
地
ど
う
し
の
方
言
比
較
を
重
視
す
る
事
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、

4
 



方
言
国
語
史
と
地
域
的
隣
接
性
の
問
題
（
奥
村
）

地
域
的
連
続
性
を
超
越
し
た
方
言
区
分
と
し
て
は
、

一
応
、
内
輪
方
言
と
の
差
が
著
し
い
と
い
う
共
通

の
概
念
か
ら
は
わ
か
り
難
い
所
が
多
い
。
第

も
の
で
は
な
い
事
、
勿
論
で
あ
る
。

観
点
で
は
或
程
度
意
味
を
も
つ
事
も
あ
る
が
、

右
記
子
細
な
面
に
立
ち
入
っ
て
の
史
的
考
察
が
難
し
い
。

尤
も
右
記
は
、
〈
影
響
関
係
の

分
っ
た
＞
と
い
う
よ
う
な
近
代
的
現
象
も
含
ま
れ
る
の
で
あ
る
。

対
立
に
お
い
て
、

〔

3
.
1〕

〔

3
．1
1〕

〔

3

．2
〕

方
言
区
画
が
、
諸
方
言
間
の
史
的
関
係
を
説
明
し
得
る
も
の
で
あ
る
べ
き
事
は
、

14
頁
東
条
操
氏
・
『
方
言
学
概
説
』
（
昭
37
武
蔵
野
書
院
）
金
田
一
春
彦
氏
な
ど
、
従
来
か
ら
も
し
ば
し
ば
説
か
れ
た
所
で
あ
る
が
、
し
か

ま
た
分
派
関
係
と
言
っ
て
も
、

か
く
し
て
、

し
、
例
え
ば
史
的
関
係
の
説
明
と
い
う
ね
ら
い
が
、
地
域
的
隣
接
性
を
軽
視
し
た
区
画
論
に
連
る
よ
う
な
事
は
、
厳
に
戒
め
ね
ば
な
ら
な

こ
ん
に
ち

い
。
前
述
の
如
く
比
較
方
言
学
は
、
方
言
間
の
影
響
関
係
よ
り
も
分
派
関
係
を
重
視
す
る
傾
向
に
あ
る
が
、
し
か
し
今
日
現
在
の
方
言
的

^
A
方
言
と

B
方
言
と
が
或
時
期
に
分
派
し
、

そ
れ
以
後
、

事
は
考
え
難
い
。

＾
「
頭
・
鏡
」
の
類
の
京
都
ア
ク
セ
ン
ト
は
、
概
ね
近
世
期
頃
に
●
●

0
↓
●

0
0
の
変
化
を
お
こ
し
て
阪
神
地
方
の
ア
ク
セ
ン
ト
と
袂
を

相
互
の
影
響
関
係
が
全
く
無
か
っ
た
¥

ウ
ラ
ル
ア
ル
タ
イ
語
系
と
か
印
欧
語
族
と
い
う
よ
う
な
大
味
な
問
題
だ
け
で
な
く
、

古
今
を
通
じ
不
断
に
く
り
返
さ
れ
て
き
た
諸
方
言
間
相
互
の
分
派
関
係
・
影
響
関
係
の
事
実
を
、
き
め
細

か
く
考
察
し
て
行
く
事
こ
そ
が
、
方
言
の
史
的
研
究
な
の
で
あ
る
。
而
し
て
地
域
的
連
続
性
を
無
視
し
た
よ
う
な
方
言
区
分
は
、
巨
視
的

問
題
を
考
慮
し
な
い
限
り
、
分
派
関
係
の
充
分
な
考
察
も
難
し
い
＞
と
い
う
わ
け
で
あ
り
、
分
派
関
係
考
察
自
体
の
重
要
性
を
云
々
す
る

先
ず
左
記
金
田
一
春
彦
氏
の
方
言
区
画
（
東
京
堂
刊
「
日
本
の
方
言
区

画」

92
頁
ー
・
東
京
堂
刊
「
日
本
語
方
言
の
研
究
」

77
頁
し
そ
の
他
）
が
注
目
さ
れ
る
。

囚
内
輪
方
言
1

近
畿
•
四
国
の
大
部
分
、
北
陸
の
一
部
分
。
固
中
輪
方
言
ー
—
囚
©
の
地
域
以
外
。
囮
外
輪
方
言
ー
ー
北
海
道
・
奥

羽
・
北
関
東
・
八
丈
島
・
能
登
西
北
部
・
大
井
川
上
流
及
び
甲
州
奈
良
田
・
出
雲
隠
岐
・
九
州
大
部
分
。

こ
れ
は
比
較
方
言
学
的
な
方
言
区
画
と
で
も
称
す
べ
き
も
の
だ
ろ
う
が
、

仝
方
言
区
画
＞

一
、
そ
の
外
輪
式
諸
方
言
が
互
い
に
よ
く
似
た
も
の
と
言
え
な
い
点
、
問
題
に
な
る
。

『
日
本
方
言
学
』

と
い
う
よ
う
な

（昭
29
吉
川
弘
文
館
）
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〔

3

．2
1〕

〔

3

．2
2〕

（
河
出
書
房
）

れ
、
そ
の
外
近
畿
方
言
に
は
、
北
近
畿
の
丹
後
・
但
馬
方
言
と
、
南
近
畿
の
南
大
和
・
南
紀
熊
野
方
言
と
が
含
ま
れ
る
〉
な
ど
、
右
記
金

等
に
お
け
る
楳
垣
実
氏
の
近
畿
方
言
区
画
で
あ
ろ
う
か
。

そ
こ
で
は
〈
中
近
畿
・
内
近
畿
・
外
近
畿
の
如
き
区
画
が
行
わ

こ
れ
に
対
し
、

い
わ
ゆ
る
内
輪
方
言
は
、

ま
た
、

〔

3
．2
0
1〕

尤
も
前
記
金
田
一
氏
の
外
輪
方
言
は
、

北
奥
羽
方
言
等
々
が
含
ま
れ
、

一
様
で
な
い
。

〈
親
子
は
二
親
等
、

性
を
持
つ
と
も
言
え
る
が
、
し
か
し
内
輪
方
言
と
の
差
も
、
地
域
に
よ
り
そ
の
内
容
が
異
な
る
。
も
と
も
と
こ
の
区
分
は
、
ア
ク
セ
ン
ト
現

象
を
中
心
と
す
る
ら
し
い
が
、

セ
ン
ト
面
で
も
、

そ
の
他
の
諸
現
象
が
必
ず
し
も
同
様
の
分
布
を
示
す
と
は
限
ら
な
い
事
、
言
を
ま
つ
ま
い
。
更
に
は
ア
ク

そ
の
外
輪
方
言
に
は
、

金
田
一
氏
御
自
身
も
指
摘
さ
れ
る
如
く
、

ど
い
ろ
ん
な
性
格
の
も
の
が
含
ま
れ
る
し
、
ま
た
右
記
擬
乙
種
の
中
に
も
、
無
核
型
の
な
い
筑
前
方
言
と
か
、
第
一
拍
が
核
を
保
ち
難
い

視
す
る
の
は
如
何
な
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
う
言
え
ば
、

兄
弟
は
三
親
等
＞
と
い
う
よ
う
な
比
喩
的
論
法
は
、
却
っ
て
話
を
混

ア
ク
セ
ン
ト
区
分
に
お
い
て
は
、

乱
さ
せ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
と
も
あ
れ
世
代
の
新
し
さ
だ
け
を
た
て
に
と
っ
て
、
親
子
関
係
を
軽
視
し
、
兄
弟
ど
う
し
の
親
近
性
を
重

か
た

一
般
に
《
具
体
的
調
値
を
軽
視
し
、
型
の
数

の
み
か
ら
分
類
す
る
》
と
い
う
よ
う
な
傾
向
が
著
し
い
よ
う
だ
が
、
そ
れ
ら
い
ず
れ
も
、
或
程
度
同
様
の
事
が
言
え
よ
う
か
。

〈
国
東
日
本
方
言
…
…
田
九
州
方
言
〉
の
如
く
六
分
さ
れ
、
そ
の
田
は
更
に

〈
①
筑
前
・
壱
岐
対
馬
…
…
④
薩
隅
・
五
島
〉
の
如
く
細
分
さ
れ
る
。
而
し
て
そ
の
小
区
分
方
言
は
、
《
田
の
④
に
薩
隅
と
五
島
を
含
め
る
〉

事
な
ど
若
干
の
問
題
が
あ
る
に
し
て
も
、
地
域
的
連
続
性
等
の
面
の
考
慮
も
見
ら
れ
、
概
ね
方
言
区
画
と
し
て
納
得
す
べ
き
点
が
多
い
。

そ
れ
ら
国
ー
り
を
一
括
し
て
外
輪
方
言
と
称
す
る
所
に
、
問
題
の
核
心
が
存
す
る
わ
け
で
あ
る
。

右
記
金
田
一
氏
説
以
外
で
も
、

（
『
解
釈
と
鑑
賞
」

19
巻

6
号
大
岩
正
仲
氏
論
文
そ
の
他
）

に
つ
い
て
は
、
や
は
り
同
様
の
問
題
が
次
々
に
出
て
く
る
。

そ
の
具
体
例
が
、

例
え
ば
出
雲
方
言
と
奥
羽
方
言
と
の
共
通
性
を
重
視
す
る
よ
う
な
方
言
区
画

は
、
し
ば
し
ば
認
め
ら
れ
る
が
、
言
語
体
系
全
体
と
し
て
見
た
場
合
、
出
雲
方
言
が

隣
接
山
陰
諸
方
言
に
似
て
い
る
事
な
ど
、
詳
述
を
要
す
る
ま
い
。
『
シ
ン
ボ
ジ
ウ
ム
日
本
語
固
』

261
頁
そ
の
他
も
参
照
の
事
。

地
域
的
連
続
性
の
面
で
は
問
題
が
な
い
よ
う
だ
が
、
し
か
し
そ
の
下
位
区
分

19
巻
6
号
や
『
日
本
文
化
風
土
記
固
』

『
解
釈
と
鑑
賞
』

い
わ
ゆ
る
擬
乙
種
や
丙
種
（
九
州
西
南
部
）
・
一
型
な

6
 



方
言
国
語
史
と
地
域
的
隣
接
性
の
問
題
（
奥
村
）

更
に
は
ア
ク
セ
ン
ト
面
で
も
、
二
拍
名
詞
以
外
は
必
ず
し
も
共
通
性
が
著
し
く
な
い
。
む
し
ろ
左
記
（
皿
の
如
き
差
が
あ
れ
こ
れ
注
目

さ
れ
る
の
で
あ
る
。
（
前
者
で
は
一
拍
名
詞
日
類

(II
類
）
が
、
血
類

(
I
類
）
と
同
様
の
〇
▼
型
を
と
る
が
、
後
者
で
は
、
そ
れ
が
木

ア
カ

類

(III
類
）
と
合
併
し
て
●
▽
型
を
と
る
。
圃
前
者
で
は
三
拍
形
容
詞
赤
イ
類

(
I
類
）
が
白
イ
類

(II
類
）
と
合
併
し
て
、

0
●

O
型

を
と
る
場
合
が
多
い
が
、
後
者
で
は
そ
れ
が
概
ね
〇
●
●
型
に
な
り
、
白
イ
類
の
0
•
o
型
と
区
別
さ
れ
る
等
々
。

等
の
現
象
が
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
が
、
前
者
は
そ
れ
が
稀
等
々
。

が
、
後
者
は
敬
語
辞
の
使
用
が
少
い
。
閲
前
者
は
山
陰
方
言
の
一
環
と
し
て
、

ワ
行
五
段
動
詞
促
音
便
」
な
ど
、
東
日
本

方
言
に
似
た
要
素
が
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
が
、
後
者
は
そ
れ
が
稀
。
団
後
者
は
「
バ
・
マ
行
長
音
便
飲
オ
ダ
、
過
去
推
量
法
書
イ
ツ
ロ
オ
」

な
ど
重
要
な
言
語
差
が
数
多
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

国
前
者
は

方
言
的
特
徽
全
体
と
し
て
見
た
場
合
、
前
者
は
や
は
り
、
奥
丹
波
ー
山
陰
地
方
に
通
じ
る
北
近
畿
方
言
的
性
格
が
著
し
く
、
後
者
は
南

近
畿
方
言
ー
—
つ
ま
り
南
伊
勢
や
紀
州
・
大
和
地
方
の
言
葉
ー
|
_
に
似
た
面
が
多
い
。

（
京
都
・
大
阪
地
方
）
方
言
的
要
素
が
少
な
い
〉
と
い
う
よ
う
な
消
極
的
共
通
性
は
さ
て
措
き
、

の
共
通
性
が
或
程
度
存
し
て
い
て
注
目
さ
れ
る
が
、
し
か
し
そ
の
他
の
面
で
は
余
り
共
通
性
が
な
い
。

よ
り
も
、

《
離
れ
て
い
る
が
故
に
、

が
、
と
も
あ
れ
そ
の
外
近
畿
方
言
批
判
は
、

楳
垣
氏
の
近
畿
方
言
区
画
に
対
す
る
疑
問
は
、

田
一
氏
の
日
本
方
言
区
画
と
の
酷
似
が
注
目
を
ひ
く
。

『
日
本
の
方
言
区
画
』

画
が
楳
垣
氏
の
近
畿
方
言
区
画
に
影
響
さ
れ
た
も
の
と
言
え
そ
う
だ
が
、
何
れ
に
し
て
も
、
金
田
一
氏
の
内
輪
式
方
言
に
関
す
る
下
位
区

画
と
し
て
は
当
然
、
右
記
楳
垣
氏
説
或
い
は
そ
れ
に
似
た
も
の
が
考
え
ら
れ
る
。

〔

3

．2
2
1〕

合
丹
後
但
馬
地
方
と
、

両
方
言
の
間
に
は
た
ま
た
ま
ア
ク
セ
ン
ト

《
い
わ
ゆ
る
外
近
畿
式
諸
方
言
は
、

い
ず
れ
も
内
近
畿

の
拙
稿
そ
の
他
で
も
或
程
度
述
べ
た
事
が
あ
る

『
講
座
方
言
学
②
』

南
大
和
南
紀
熊
野
地
方
と
の
間
に
地
域
的
断
絶
が
あ
る
¥
と
い
う
事

全
般
的
に
見
た
場
合
、
言
語
的
共
通
性
が
少
い
〉
点
を
、
問
題
視
す
る
わ
け
で
あ
る
。

そ
こ
に
は
む
し
ろ
、
左
記
国
ー
団

「
起
キ
ナ
ル
・
起
キ
ン
サ
ル
」
の
如
き
敬
語
辞
が
よ
く
用
い
ら
れ
る

「
指
定
辞
ダ
、

94
頁
の
記
述
等
か
ら
す
れ
ば
、
金
田
一
氏
の
日
本
方
言
区

7
 



隔
地
ど
う
し
の
異
同
関
係
を
示
さ
な
い
故
、

の
重
ね
合
わ
せ
等
に
比
し
、
空
し
い
も
の
に
感
じ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

〔

3
.
3〕

等
点
線
を
引
く
。
更
に
今
度
は
、
B

地
点
•
C

地
点
…
…
を
規
準
に
、
漸
次
同
様
の
操
作
を
く
り
返
し
て
行
く
〉
と
い
う
よ
う
な
地
域
的

比
較
法
が
提
唱
さ
れ
る
。
そ
れ
が
新
し
い
方
法
で
あ
る
か
ど
う
か
は
別
と
し
て
、
前
記
比
較
方
言
学
的
な
考
え
方
に
通
じ
る
面
も
多
く
、

や
は
り
分
布
図
重
ね
合
わ
せ
法
に
勝
る
と
は
言
い
難
い
も
の
が
あ
る
。

〔

3
．3
1〕

さ
し
当
り
『
岩
波
講
座
日
本
語
⑪
』

79
頁
で
は
、
『
日
本
言
語
地
図
」
や
古
い
国
語
調
査
委
員
会
の
分
布
図
を
資
料
と
し

て
、
東
日
本
諸
方
言
に
お
け
る
京
都
方
言
と
の
一
致
度
を
六
段
階
に
分
か
ち
、
等
高
線
ふ
う
に
示
し
た
地
図
が
掲
げ
ら
れ
る
が
、
し
か
し

そ
こ
に
得
ら
れ
る
区
画
は
、
そ
の
意
味
が
わ
か
ら
な
い
。
右
記
加
藤
氏
作
図
を
見
て
も
、
東
京
と
秋
田
は
同
じ
第
五
段
階
。
岩
手
と
千
葉

は
同
じ
第
六
段
階
所
属
だ
が
、

こ
れ
は
氏
自
ら
も
指
摘
さ
れ
る
如
く
、
東
京
方
言
と
秋
田
方
言
が
似
て
い
る
事
を
意
味
し
な
い
。
各
段
階

そ
れ
ぞ
れ
京
都
方
言
と
の
差
を
示
す
だ
け
で
あ
り
、

〈
京
都
・
東
京
／
秋
田
〉
と
い
う
異
同
関
係
を
示
し
、

d
.
e
.
f
の
特
徴
が
〈
京
都
・
秋
田
／
東
京
〉
と
い
う
異
同
関
係
を
示
す
な
ら

ば
、
東
京
と
秋
田
の
言
語
的
共
通
性
が
皆
無
で
も
、
同
じ
段
階
に
所
属
し
得
る
。

率
直
に
言
っ
て
、
右
記
＾
A
地
点
（
例
え
ば
京
都
）
を
規
準
に
異
同
を
考
え
る
〉
と
い
う
事
自
体
が
、
方
言
区
画
の
方
法
と
し
て
不
自
然

だ
ろ
う
。
順
次
B
.
C
…
…
各
地
点
を
規
準
に
同
様
の
操
作
を
く
り
返
す
と
し
た
場
合
、

の
結
果
を
得
る
為
に
は
、
気
の
遠
く
な
り
そ
う
な
労
力
が
予
想
さ
れ
る
が
、

〔

3

．3
2〕

そ
の
く
り
返
し
の
程
度
に
も
よ
る
が
、
或
程
度

そ
の
よ
う
な
労
力
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
も
の
自
体
、
分
布
図

も
と
も
と
こ
の
種
（
比
較
方
言
学
的
方
法
も
含
め
て
）
の
考
え
方
は
、
〈
等
語
線
重
ね
合
わ
せ
法
が
境
界
線
主
義
で
あ
り
、
遠

そ
の
欠
点
を
補
う
＞
と
い
う
よ
う
な
目
的
を
も
つ
（
『
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
日
本
語
固
」
印
頁
そ
の
他
）

ま、
9
ー

'

そ
の
内
容
と
は
無
関
係
な
の
で
あ
る
。

仮
に

a
.
b
.
C
の
言
語
的
特
徴
が

新
し
い
方
言
区
分
法
と
し
て
、

『
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
日
本
語
⑤
』

〈
例
え
ば

A
地
点
を
規
準
に
、

R
 

一方、

ア
ク
セ
ン
ト
の
I
類
II
類
な
ど
に
つ
い
て
は
、
『
国
語
学
辞
典
』
（
昭
30
東
京
堂
）

994
頁
等
を
参
照
の
事
。
以
下
同
様
。

250
頁
（
徳
川
宗
賢
氏
）
や
『
岩
波
講
座
日
本
語
仰
』

79
頁
（
加
藤
正
信
氏
）
等
で
は
、

そ
の
言
語
的
特
徴
を

B
.
C
…
…
諸
地
点
と
比
べ
、

そ
の
一
致
度
に
よ
り

8. 



よ
う
だ
が
、
実
際
問
題
と
し
て
、
こ
の
方
法
が
分
布
図
重
ね
合
わ
せ
法
よ
り
ま
さ
る
か
ど
う
か
、
い
さ
さ
か
考
え
さ
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

仮
に
薩
摩
方
言
の
或
現
象
が
北
奥
羽
方
言
に
似
て
い
る
と
し
て
も
、

民
自
身
の
言
語
生
活
や
方
言
意
識
等
と
は
無
関
係
で
あ
る
。

肥
後
等
の
方
言
と
の
異
同
関
係
で
あ
り
、
自
分
達
の
言
葉
が
ど
の
範
囲
に
ま
で
通
用
す
る
か
と
い
う
事
で
あ
る
。
尤
も
当
面
の
問
題
は
、

そ
の
よ
う
な
言
語
生
活
や
方
言
意
識
等
と
は
別
も
の
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
が
、

〔

3

．4
〕

史
的
観
点
と
い
う
事
も
充
分
考
慮
し
な
が
ら
、
＾
地
域
的
隣
接
関
係
を
軽
視
し
た
方
言
区
分
〉
を
批
判
し
て
き
た

が
、
何
れ
に
し
て
も
そ
れ
は
、
例
え
ば
〈
前
記
外
輪
方
言
所
属
の
奥
羽
方
言
と
九
州
（
東
北
部
以
外
）
方
言
と
が
地
域
的
に
隔
絶
し
て
い
る
〉

事
自
体
よ
り
も
、

し
、
南
北
両
方
言
の
間
に
共
通
性
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
全
体
的
に
見
た
場
合
、
九
州
（
大
部
分
）
方
言
は
や
は
り
、
九
州
東
北
部
方
言
は

〔

3
．4
0
1〕

詮
ず
る
所
、

言
え
よ
う
か
。
い
わ
ゆ
る

A
B
A

型
区
分
ー
—
つ
ま
り
地
域
的
連
続
性
を
超
越
し
た
区
分
は
、
個
々
の
現
象
分
布
図
に
お
い
て
こ
そ
し
ば

し
ば
認
め
ら
れ
る
が
、
し
か
し
多
く
の
分
布
図
を
重
ね
合
わ
せ
て
行
け
ば
、

は
個
々
の
現
象
分
布
図
に
関
し
て
も
、
遠
隔
地
ど
う
し
の
同
一
形
に
は
、
偶
然
の
一
致
と
か
見
せ
か
け
の
相
似
の
類
が
有
り
得
る
点
、
充

分
注
意
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
歴
史
的
な
時
代
区
分
等
の
場
合
も
、
或
程
度
同
様
の
事
が
言
え
る
。
例
え
ば
全
中
央
集
権
的
か
地
方
分
権
的

か
〉
等
、
或
―
つ
の
観
点
で
見
る
と
、
時
を
隔
て
て
似
た
よ
う
な
事
象
が
現
わ
れ
、
復
古
維
新
な
ど
と
称
さ
れ
る
事
も
あ
る
が
、
し
か
し

い
ろ
ん
な
面
か
ら
見
て
行
く
と
、

〔

3

．4
1〕

や
は
り
近
い
時
代
が
相
互
に
よ
く
似
て
い
る
は
ず
な
の
で
あ
る
。

尤
も
、
地
域
的
に
か
け
離
れ
た
二
地
点
間
に
、
幾
つ
か
の
言
語
的
共
通
性
が
認
め
ら
れ
る
事
も
あ
る
。
例
え
ば
『
京
都
学

方
言
国
語
史
と
地
域
的
隣
接
性
の
問
題
（
奥
村
）

そ
の
よ
う
な
区
分
は
稀
に
な
っ
て
く
る
は
ず
で
あ
る
。
更
に

地
域
的
連
続
性
に
矛
盾
す
る
よ
う
な
方
言
区
画
は
、

じ
め
西
日
本
諸
方
言
と
の
共
通
性
が
著
し
い
の
で
あ
る
。

＾
離
れ
て
い
る
が
故
に
、

全
体
と
し
て
言
語
的
共
通
性
が
少
い
〉
点
を
問
題
視
す
る
わ
け
で
あ
る
。
或
言
語
現
象
に
関

以
上
、

う
事
が
も
つ
意
味
の
重
要
性
を
忘
れ
て
は
な
る
ま
い
。

言
語
区
分
と
し
て
も
本
物
で
な
い
場
合
が
多
い
と

そ
れ
は
特
殊
な
学
問
的
作
業
の
結
果
わ
か
る
事
で
あ
り
、
概
ね
住

つ
ま
り
薩
摩
人
に
と
っ
て
問
題
に
な
る
の
は
、
原
則
と
し
て
隣
接
地
大
隅
や

し
か
し
そ
れ
は
そ
れ
と
し
て
、
地
域
的
連
続
性
と
い

，
 



そ
う
言
え
ば
前
記
奥
丹
後
方
言
の
場
合
も
、
言
語
体
系
全
般
と
し
て
は
、
や
は
り
隣
接
の
口
丹
後
方
言
に
よ
く
似
て
お
り
、
東
日
本
と

の
共
通
性
は
前
記
（
ー
佃
な
ど
、
ご
く
限
ら
れ
た
現
象
の
み
に
認
め
ら
れ
る
。
更
に
は
そ
の
（
も
、
三
拍
形
容
詞
赤
イ
類

(
I
類
）
と
白

イ
類

(rr類
）
の
合
併
な
ど
、
口
丹
後
方
言
に
似
た
現
象
が
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
。
ま
た
前
記
⑩
等
は
厳
密
に
は
、
（
ー
圃
等
と
異
質
で

〔

3
．4
1
2〕

と
東
日
本
方
言
と
の
関
係
な
ど
、

摘
が
有
益
で
あ
る
こ
と
、
言
を
ま
つ
ま
い
。
而
し
て
私
の
主
張
す
る
分
布
図
重
ね
合
わ
せ
法
は
、

旧
稿
で
も
指
摘
し
た
如
く
、
そ
の
よ
う

な
事
実
の
発
見
に
も
、
極
め
て
有
効
な
は
ず
で
あ
る
。
〈
分
布
図
重
ね
合
わ
せ
法
に
よ
る
境
界
線
主
義
区
画
〉
を
批
判
す
る
意
見
（
『
岩
波
講

こ
の
場
合
、

言
語
体
系
全
般
に
わ
た
る
よ
う
な

A
B
A
型
分
布
が
稀
だ
っ
た
と
し
て
も
、
例
え
ば
前
記
奥
丹
後
方
言

《
い
く
つ
か
の
言
語
現
象
に
わ
た
っ
て
同
じ
よ
う
な

A
B
A
型
分
布
が
見
ら
れ
る
〉
と
い
う
事
実
の
指

あ
り
、
そ
の
分
布
域
も
か
な
り
西
に
偏
す
る
。

ね
隣
接
地
域
と
大
差
な
い
方
言
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
実
際
問
題
と
し
て
そ
の
よ
う
な
例
は
、

芸
大
学
研
究
報
告
』
人
文
固
（
昭

29)
の
拙
稿
等
で
も
指
摘
し
た
如
く
、
天
橋
立
あ
た
り
以
西
の
奥
丹
後
地
方
は
、
〈
（
い
わ
ゆ
る
乙
種
ア

皿
一
拍
語
長
音
化
が
稀
佃
ワ
行
五
段
動
詞
促
音
便
〉
な
ど
、
隣
接
の
口
丹
後
（
旧
宮
津
町
や
舞
鶴
あ
た
り
）
方

言
と
異
な
り
、
東
日
本
方
言
に
似
た
現
象
が
あ
れ
こ
れ
見
ら
れ
る
。

〔

3
．4
1
1〕

言
を
同
一
区
分
に
含
め
る
〉
立
場
に
賛
意
を
表
す
る
。
現
に
、
方
言
国
語
史
に
お
け
る
遠
隔
地
域
の
仮
説
で
も
、
〈
言
語
体
系
の
大
部
分
に

わ
た
る
よ
う
な

A
B
A
型
分
布
は
稀
＞
と
い
う
よ
う
な
原
則
を
た
て
な
が
ら
、
若
干
の
例
外
と
し
て
、
対
馬
の
浅
藻
や
水
崎
と
山
陽
方
言

と
の
体
系
的
共
通
性
等
を
指
摘
し
た
。
『
解
釈
と
鑑
賞
』

34
巻
8
号
27
ー
29
頁
あ
た
り
の
〈
A
B
A
型
分
布
り
＞
そ
の
他
を
参
照
の
事
。

マ
ス
コ
ミ
や
言
語
教
育
等
に
よ
る
共
通
語
の
伝
播
以
外
は
ご
く
少
い
。
右
記
浅
藻
や
水

崎
な
ど
、
比
較
的
新
し
い
頃
に
住
民
が
大
挙
し
て
移
動
し
た
よ
う
な
場
合
が
例
外
的
存
在
と
な
る
わ
け
だ
が
、

と
共
に
漸
次
隣
接
方
言
に
同
化
さ
れ
て
行
く
。
従
来
＾
言
語
島
＞
と
称
さ
れ
た
肥
前
の
唐
津
•
島
原
や
日
向
の
延
岡
等
も
、
現
在
で
は
概

ク
セ
ン
ト

も
し
言
語
体
系
の
大
部
分
に
わ
た
り
、
右
記
の
よ
う
な
傾
向
性
を
示
す
な
ら
ば
、
私
も
、
仝
奥
丹
後
方
言
と
東
日
本
方

価
断
定
辞
ダ

そ
の
種
の
例
外
も
、
時
間

10 



方
言
国
語
史
と
地
域
的
隣
接
性
の
問
題
（
奥
村
）

て
、
そ
の
補
説
を
試
み
よ
う
と
し
た
。

〔

4
．1
1〕

り
下
記
表
二
（
添
田
氏
説
）

新
進
学
者
の
意
見
が
、

山
口
県
見
島
の
ア
ク
セ
ン
ト
考
察
が
中
心
だ
が
、

ト
と
見
島
ア
ク
セ
ン
ト
の
親
近
性
を
考
え
る
な
ど
、
あ
れ
こ
れ
新
見
も
あ
っ
て
注
目
さ
れ
る
。
或
い
は
、
改
め
て
言
挙
げ
す
る
事
な
く
、

そ
の
説
を
認
め
る
べ
き
か
と
思
わ
ぬ
で
も
な
い
が
、
一
応
、
旧
説
の
弁
明
と
い
う
意
味
も
あ
り
、

の
主
張
と
い
う
よ
う
な
意
味
も
兼
ね
て
、
左
記
り
回
の
如
き
問
題
点
を
指
摘
す
る
。

で
は
、
念
訊
前
式
諸
方
言
と
見
島
式
と
の
共
通
祖
形
D
式
が
、

か
た
が
た
前
記
拿
隣
接
地
域
の
仮
説
〉

か
な
り
早
い
時
点
で
豊
前
式
の
祖
形

B
式
と

分
派
し
た
＞
事
に
な
る
が
、
筑
前
式
は
や
は
り
、
見
島
式
よ
り
も
豊
前
式
に
近
い
と
見
る
べ
き
だ
ろ
う
。

回
表
二
で
は
、
〈
福
岡
市
の
中
に
〈
I
I
I
m
/
~
>〉
の
体
系
を
も
つ
筑
前
式
（
福
岡
市
西
部
域
等
）
と
、
〈
I
I
I
/
m
/
~
>〉
の
体
系
を

も
つ
博
多
式
（
博
多
区
・
東
区
等
）
と
が
認
め
ら
れ
、

さ
し
当
り
右
記
添
田
氏
説
は
、

本
方
言
研
究
会
発
表
要
旨
集
11
頁）

な
ど
、

そ
の
前
者
が
筑
前
宗
像
郡
や
、
壱
岐
の
郷
浦
•
石
田
・
芦
辺
な
ど
諸
方
言
と
一
致
す

私
の
い
う
筑
前
式
諸
方
言
ア
ク
セ
ン

次
々
に
発
表
さ
れ
た
と
い
う
よ
う
な
事
情
も
あ
り
、
こ
こ
に
改
め

〔

4
.
1〕

添
田
建
治
郎
氏

（
昭
和
61
年
秋
季
国
語
学
会
発
表
要
旨
集
55
頁）

ー
下
記
〔
7
.
1
〕
項
の
表
ニ
ー
や
中
村
万
里
氏
（
昭
和
61
年
秋
季
日

R 
さ
れ
る
は
ず
＞
と
い
う
考
え
方
を
―
つ
の
基
本
的
原
理
と
す
る
。

セ
ン
ト
の
系
譜
を
考
え
よ
う
と
す
る
が
、
結
論
的
に
は
一
応
、
下
記
〔

7
.
1
〕
項
表
一
の
如
き
系
譜
を
想
定
す
る
。

〔

4
〕

以
下
、
本
稿
の
ア
ク
セ
ン
ト
記
述
は
、
す
べ
て
二
拍
名
詞
に
「
ガ
・
ヲ
・
ニ
」
等
の
助
詞
が
付
い
た
形
を
対
象
と
す
る
。

下
記
表
一
は
大
網
に
お
い
て
、
『
九
州
文
化
史
研
究
所
紀
要
』

23
号
の
拙
稿
と
軌
を
同
じ
く
す
る
と
も
言
え
る
が
、
最
近
、

と
も
あ
れ
方
言
国
語
史
的
研
究
で
は
、

座
日
本
語
⑪
」

76
頁
等
）
に
答
え
る
と
い
う
意
味
も
あ
り
、
敢
え
て
一
言
し
た
。

〈
地
域
的
に
隣
接
し
た
方
言
が
相
互
に
よ
く
似
て
お
り
、
歴
史
的
に
も
親
近
性
が
想
定

そ
の
具
体
例
と
し
て
、
以
下
、
九
州
諸
方
言
に
お
け
る
二
拍
名
詞
ア
ク

11 



る
に
対
し
、
後
者
は
筑
紫
郡
那
珂
川
町
や
粕
屋
郡
久
山
町
等
の
方
言
と
一
致
す
る
¥
と
見
る
が
、
現
在
の
福
岡
市
方
言
に
関
し
、
両
体
系

を
峻
別
す
る
の
は
、
ど
ん
な
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
福
岡
市
東
部
の
ア
ク
セ
ン
ト
は
、
や
は
り
壱
岐
諸
方
言
よ
り
も
、
福
岡
市
西
区
の
そ
れ

先
ず
前
記
〔
4
．1
1
〕
項
い
に
つ
い
て
言
え
ば
、

(
B
式
）
と
見
島
式
の
祖
形

(
C
式
）
と
が
袂
を
分
か
ち
、

〔

5
.
1〕

歴
史
地
理
的
な
問
題
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば

号
松
岡
利
夫
氏
論
文
・
『
宮
本
常
一
著
作
集
固
』
（
昭
45
未
来
社
）
そ
の
他
を
参
照
さ
れ
た
い
が
、
何
れ
に
し
て
も
、
見
島
と
筑
前
地
方
と

の
直
接
的
関
係
を
物
語
る
よ
う
な
徽
証
は
、
古
今
を
通
じ
て
殆
ん
ど
認
め
ら
れ
な
い
。

〔

5
．1
1〕

の
研
究
』
（
昭

26)
等
で
も
指
摘
さ
れ
る
如
く
、

概
ね
筑
前
側
に
大
き
く
入
り
こ
ん
で
い
る
が
、
一
方
、
豊
後
の
日
田
地
方
に
は
筑
前
式
が
見
ら
れ
る
と
い
う
状
態
で
あ
る
。
更
に
は
〈
水

巻
町
・
芦
屋
町
・
遠
賀
町
の
豊
前
式
と
、
岡
垣
町
の
筑
前
式
と
の
対
立
＞
な
ど
、
同
じ
郡
内
に
両
式
が
存
す
る
と
い
う
よ
う
な
例
も
、
し

ま
た
大
き
な
山
や
川
が
ア
ク
セ
ン
ト
境
界
を
な
す
わ
け
で
も
な
い
。
ご
く
巨
視
的
に
は
遠
賀
川
付
近
を
走
る
と
も
言
え
そ
う
だ
が
、
し

か
し
実
際
問
題
と
し
て
は
、
右
記
遠
賀
郡
芦
屋
町
・
遠
賀
町
を
は
じ
め
、
中
間
市
西
部
・
鞍
手
郡
鞍
手
町
・
直
方
市
一
部
（
『
九
州
方
言
音

見
て
も
、
〈
豊
前
式
と
筑
前
式
と
の
分
派
が
、
筑
前
式
と
見
島
式
と
の
分
派
以
前
に
起
っ
た
¥
と
い
う
の
は
不
自
然
だ
ろ
う
。

〔

5
.
2〕

そ
の

B
式
か
ら
、
豊
前
式
を
経
て
筑
前
式
諸
方
言
が
で
き
た
〉
と
考
え
た
い
。

長
州
の
萩
市
か
ら
北
々
西
四
十
七
粁
の
沖
合
に
存
す
る
孤
島
で
あ
る
。

『
見
島
総
合
学
術
調
査
報
告
』

豊
前
式
地
域
と
筑
前
式
地
域
と
の
境
界
は
、

そ
の
ア
ク
セ
ン
ト
境
界
は
、
豊
前
（
豊
後
も
）
と
筑
前
の
国
界
に
存
す
る
の
で
な
く
て
、

そ
う
言
え
ば
言
語
変
化
の
理
法
か
ら
言
っ
て
も
、

調
の
研
究
」
で
筑
前
式
と
さ
れ
た
旧
植
木
町
そ
の
他
）
等
々
、

豊
前
式
の
祖
形

そ
の

（昭

39
山
口
県
教
委
）
や
『
山
口
大
学
文
学
会
誌
』

15
巻
1

そ
の
よ
う
な
地
域
的
関
係
か
ら

下
記
表
二
よ
り
表
一
の
方
を
是
と
す
べ
き
面
が
多
い
。
特
に
筑
前
方
言

川
の
西
側
に
も
か
な
り
豊
前
式
が
見
ら
れ
る
。

ば
し
ば
認
め
ら
れ
る
。

こ
れ
に
対
し
、

見
島
（
〔
7
.
1
〕
項
の
付
図
を
参
照
の
事
）
は
、

〔

5
〕

に
近
い
と
見
る
べ
き
だ
ろ
う
。

ほ
ん
の
紙
一
重
で
あ
る
。
平
山
輝
男
氏
『
九
州
方
言
音
調

私
は
下
記
表
一
の
如
く
、

〈
か
な
り
早
い
時
期
に
お
い
て
、

12 



方
言
国
語
史
と
地
域
的
隣
接
性
の
問
題
（
奥
村
）

の
後
続
助
詞
は
低
く
付
く
事
な
ど
、
考
え
合
わ
す
べ
き
だ
ろ
う
。

表
一
で
も
示
し
た
如
く
私
は
、

＾
筑
前
式
諸
方
言
に
お
い
て

I
I
I
類
語

結
局
、
筑
前
式
と
見
島
式
と
の
共
通
性
は
、

I
I
I
類
の
調
価
（
後
続
助
詞
の
低
下
）
と
い
う
事
に
な
る
わ
け
だ
が
、

そ
う
言
え
ば

や
長
州
方
言
の
そ
れ
に
近
い
と
も
言
え
る
。

の

m類
及
び
!
:
:
;
>
類
が
、
そ
の
調
価
を
含
め
て
豊
前
式
と
一
致
す
る
点
、
重
視
す
べ
き
だ
ろ
う
。
こ
れ
に
対
し
、
見
島
（
見
島
の
ア
ク
セ
ン

ト
に
つ
い
て
は
、
『
語
文
研
究
』

61
号
添
田
氏
・
ニ
階
堂
整
氏
論
文
等
参
照
）
に
お
け
る
!
:
:
;
>
類
の
〇
●
▼
型
は
特
徴
的
で
あ
り
、
豊
前
式
・
筑
前

式
諸
方
言
等
を
含
め
て
、
他
方
言
に
余
り
例
を
見
な
い
。
も
し
そ
れ
が
ず
っ
と

A
式
の
〇
●
▼
型
を
保
っ
て
き
た
も
の
と
す
れ
ば
、
誠
に

注
目
す
べ
き
特
異
性
と
言
え
よ
う
。
強
い
て
言
え
ば
、

言
等
の
場
合
は
、

〔

5
・
2
1〕

そ
れ
は
鹿
児
島
な
ど
酉
南
九
州
方
言
に
似
て
い
る
よ
う
だ
が
、
し
か
し
鹿
児
島
方

m

類
が
~
>
類
と
合
併
し
て
0
●
l
o
o
▼
型
に
な
る
点
、
見
島
方
言
と
は
異
質
で
あ
る
。

体
系
的
な
面
で
も
、
筑
前
式
諸
方
言
は
概
ね

0
●
▽
●
●

0
▽
の
二
型
で
あ
る
が
、
見
島
（
こ
こ
で
は
本
村
在
）
は

0
●
▼

・
O●
▽
●
●

0
▽
の
三
型
が
あ
り
、
所
属
語
彙
を
離
れ
て
見
れ
ば
、
見
島
ア
ク
セ
ン
ト
は
筑
前
式
方
言
よ
り
も
、
む
し
ろ
豊
前
式
方
言

〔

5
．2
1
1
〕
『
方
言
研
究
叢
書
③
』
岡
野
信
子
氏
論
文
な
ど
、
見
島
方
言
の
、
本
来
的
な
ア
ク
セ
ン
ト
を
、
一

0
5
▽一

一●

[OIV.TV一
の
誓
姿
と
見
る
説
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
、
見
島
ア
ク
セ
ン
ト
と
長
州
（
山
陽
式
）
ア
ク
セ
ン
ト
と
の
系
譜
的
親
近
性
を
、

積
極
的
に
主
張
す
る
事
と
な
る
。
尤
も
そ
の
説
自
体
は
疑
問
の
節
が
あ
り
、
む
し
ろ
―

01.V-.om▽

-OIV.TV―
の
如
き
姿
だ
っ
た
と
見
る

添
田
氏
説
に
賛
成
す
べ
き
面
が
多
い
が
、
と
も
あ
れ
右
記
岡
野
氏
の
如
き
解
釈
も
あ
り
得
る
と
い
う
実
態
は
、
見
逃
せ
な
い
所
だ
ろ
う
。

ア
ク
セ
ン
ト
面
以
外
の
言
語
現
象
を
見
て
も
、
や
は
り
見
島
方
言
は
、
筑
前
方
言
よ
り
も
逢
か
に
長
州
方
言
に
近
い
よ
う
で
あ
る
。

〔

5

．2
2〕

も
両
方
言
の
親
近
性
を
物
語
る
微
証
と
し
て
、
余
り
有
力
な
も
の
と
は
言
え
な
い
。

〔

5
.
3〕

か
な
り
無
理
な
想
定
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
事
と
な
っ
た
。

い
わ
ゆ
る
西
南
九
州
方
言
等
の
場
合
も
、

I
I
I
類
語

の
後
続
助
詞
が
低
下
す
る
＞
現
象
を
、
見
島
方
言
の
そ
れ
と
関
係
づ
け
ず
、
九
州
西
南
部
方
言
の
そ
れ
と
関
係
づ
け
て
考
え
た
い
。

更
に
表
二
で
は
、
筑
前
式
と
見
島
式
と
の
親
近
性
を
主
張
す
る
為
、
例
え
ば
左
記
（
価
な
ど
、
筑
前
式
の
成
立
に
関
し
て
、

そ
れ

13 



●
●
▽
型
が
か
な
り
の
期
間
に
わ
た
り
、
〇
●
▽
型
と
の
弁
別
性
を
保
っ
た
〉
と
い
う
表
二
の
考
え
方
は
従
い
難
い
の
で
あ
る
。
北
陸
や

讃
岐
の
如
き
遠
方
を
考
え
ず
と
も
、
例
え
ば
九
州
の
肥
前
や
肥
後
北
部
地
域
の

I
I
I
類
ア
ク
セ
ン
ト
、
或
い
は
壱
岐
西
北
部
の

III
類
ア
ク

セ
ン
ト
等
に
関
し
、
●
●
▽
の
存
在
を
主
張
す
る
説
（
平
山
輝
男
氏
「
九
州
方
言
音
調
の
研
究
』
・
金
田
一
春
彦
氏
「
日
本
の
方
言
』

46
頁
等
）
が
有

力
だ
が
、

そ
れ
ら
は
何
れ
も
〇
●
▽
型
と
の
弁
別
性
を
も
た
な
い
。
越
前
や
加
賀
地
方
に
お
け
る

I
類
の
●
●
▽
型
等
も
、
事
情
は
ほ
ぼ

る
A
式
↓

D
式
の
変
化
に
異
論
は
な
い
。

〔

5

．3
2〕

『
東
洋
語
研
究
』
3
.

『
佐
渡
—
ー
自
然
・
文
学
・
社
会
|
|
』
（
昭
3
4平
凡
社
）
・
『
国
語
研
究
』2
1
.
2
2
の
金
田
一
春
彦

氏
論
文
等
で
も
指
摘
さ
れ
る
如
く
、
●
●
▼
↓
●
●
▽
の
変
化
（
助
詞
の
低
下
）
自
体
は
、
或
程
度
各
地
で
認
め
ら
れ
る
故
、
表
二
に
お
け

私
も
A
式
↓
旧
見
島
式
の
変
化
と
し
て
同
様
の
助
詞
低
下
現
象
を
考
え
た
わ
け
だ
が
、

合
そ
の

日
本
語
研
究
』
（
昭
61
明
治
書
院
）
の
拙
稿
な
ど
参
照
の
事
。

と
い
う
推
論
も
賛
成
で
あ
る
。

〔

5

．3
1〕

も
と
も
と
表
二
の

A
式
は
、

●
●
▽
型

(
I
I
I
類）

『
九
州
文
化
史
研
究
所
紀
要
』

も
、
そ
の

A
式
に
異
論
の
あ
ろ
う
は
ず
が
な
い
。
ま
た
そ
の

D
式
も
表
一
の
旧
見
島
式

(
C
式
）
と
概
ね
一
致
す
る
故
、

D
式
↓
見
島
式

右
記
（
皿
の
如
き
問
題
は
、
〈
筑
前
式
を

D
式
（
私
の
言
う
旧
見
島
式
）
の
裔
と
見
な
し
、
豊
前
式
か
ら
切
り
離
し
た
¥
所
か
ら
生
じ
た
わ

け
だ
が
、
と
も
あ
れ
右
記
（
の
推
定
な
ど
、
高
起
式
・
低
起
式
の
対
立
を
特
色
と
す
る
近
畿
中
央
部
方
言
以
外
で
は
、
ち
ょ
っ
と
難
し
そ

う
で
あ
る
。
近
畿
中
央
部
の
京
都
方
言
に
お
い
て
す
ら
、
●
●

O
型
は
か
な
り
早
く
か
ら
安
定
性
を
欠
い
て
お
り
、
●
●

O
型
を
避
け
よ

う
と
す
る
傾
向
が
著
し
か
っ
た
事
な
ど
、
よ
く
考
え
合
わ
す
べ
き
だ
ろ
う
。
『
国
語
と
国
文
学
』

37
巻

10
号
金
田
一
春
彦
氏
論
文
や
『
論
集

23
号
拙
稿
の

A
式
に
よ
っ
た
も
の
ら
し
い
故
、

私
と
し
て

(

F
式

ー

旧

筑

前

式

に

か

け

て

、

と

〇

●

▽

型

（

皿

類

）

と

が

音

韻

的

に

対

立

し

て

い

た

と

考

え

る

事

。

(
D
式
l
E
式
l
F
式
l
旧
筑
前
式
に
か
け
て
、
皿
類

rv>類
は
そ
れ
ぞ
れ
(
D
)

一。いこ
OIV.TV
↓

(
E
)
-
.
o
m▽
[
、
TV
＿
↓
（

F
）

の
如
く
、
活
溌
に
変
化
し
た
が
、

I
I
I
類
は
ず
っ
と
不
安
定
な
●
●
▽
型
を
保
っ
た
と
考
え

皿

l
l
V
V

＿
↓
（
旧
筑
）
―

o●
▽

-
9▽

●

皿

―

l
V
V

0
●
▽
 100

• 

る
事
等
。
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．
嫁
…
…

方
言
国
語
史
と
地
域
的
隣
接
性
の
問
題
（
奥
村
）

〔

6
.
1〕

〈
I
I
I
/
m
/
!::; 
>
〉
式
地
域
と
〈
I
I
I
m
/
!::; 
>
〉
式
地
域
と
を
峻
別
す
る
事
は
困
難
で
あ
る
。
福
岡
市
の
二
拍
名
詞
ア
ク
セ
ン
ト
は
、

I

I

I

I

l

l

-

I

V

V

o

 

や
は
り
全
体
と
し
て
、
多
一
少
の
如
き
姿
と
見
る
べ
き
だ
ろ
う

0
●
▽
―
●

0
▽
 

I
I
I
m
類
の
●
〇
▽
型
に
関
し
、

こ
の
場
合
、

第
二
拍
狭
母
音
語
に
多
い
と
か
い
う

^
I
I
I
類
の
⑯
（
第
二
拍
狭
母
音
語
の
略
称
。
こ
れ
に
対

し
第
二
拍
広
母
音
語
を
⑮
と
略
称
す
る
）
に
●
〇
▽
型
が
多
い
〉
と
い
う
傾
向
性
が
、
西
部
（
西
区
・
早
良
区
・
城
南
区
等
）
よ
り
も
東
部
（
東
区

・
博
多
区
等
）
に
著
し
い
事
は
確
か
だ
が
、
そ
れ
は
か
な
り
相
対
的
な
問
題
で
あ
る
。

I
l
l
-
I
V
V
 

〔
6
．
1
1
〕
表
二
で
皿
＿
広
一
狭
式
と
さ
れ
た
東
区
地
域
で
も
、
次
の
如
く
、

I
I
I
類
⑯
の
〇
●
▽
型
や
、

0
●
▽
―
●

0
▽
 

類
⑰
の
●
〇
▽
型
が
、
か
な
り
認
め
ら
れ
る
。
左
記
は
佐
田
孝
氏
（
大
正
4
生
）
は
じ
め
、
東
区
出
身
の
美
和
台
校
区
老
人
（
長
寿
会
メ
ン

バ
ー
）
十
名
に
つ
い
て
の
調
査
結
果
で
あ
る
。

I

類
⑯
の
〇
●
▽
型
—
|
国
灰
汁
・
味
・
甲
斐
・
蟹
•
株
・
粥
・
ロ
・
国
・
滝
・
釣
・
晩
•
藤
•
水
・
道
・
森
・
薮
．
宵
…
…
間
君
・

霧
．
釘
・
先
・
鈴
・
星
・
軒
…
…

I
I
類
⑱
の
〇
●
▽
型
ー
—
国
串
・
旅
・
度
・
次
（
継
布
も
）
・
冬
•
町
：
…
•
閲
鯵
・
肘
・
雪
…
…

I

類
⑮
の
●
〇
▽
型
_
—
ー
国
姉
・
飴
．
鍬
・
駒
（
将
棋
）
・
胡
麻
…
…
固
癒
・
釜
．
鮫
・
品
・
芝
・
城
・
末
・
底
・
鷹
．
蓼
・
友
・
布

閲
毬
・
北
・
牙
．
頃
・
下
・
故
…
•
•

ア

ザ

カ

ド

ツ

マ

ヤ

エ

II
類
＠
の
●
〇
▽
型
|
|
国
痣
・
門
・
棲
・
妻
・
姫
・
八
重
…
…

イ

チ

ウ

ジ

メ

イ

ヤ

ニ

ワ

ニ

バ

チ

m

類
⑱
の
●
〇
▽
型
|
ー
固
一
・
姐
・
靴
．
恋
・
太
刀
•
海
苔
・
姪
・
萩
・
樹
脂
・
鰐
…
…
閲
貝
・
神
・
岸
・
栗
．
撓
・
皆
…
…

ク
ケ

m

類
⑮
の
●
〇
▽
型
ー
—
国
桑
．
霜
．
丈
・
孫
…
…
閲
麻
・
泡
・
雲
…
…

傾
向
は
、
多
か
れ
少
な
か
れ
、
福
岡
市
内
の
何
処
で
も
認
め
ら
れ
る
。

m
類
語
よ
り
も

I
I
I
類
語
に
そ
れ
が
多
い
と
か
、

〔

6
〕

同
様
だ
ろ
う
。

m
類
語
及
び

I
I
I

一
方
、
前
記
〔
4
.
2
〕
項
回
の
問
題
と
し
て
、
筑
前
式
諸
方
言
は
か
な
り
複
雑
だ
が
、
し
か
し
同
じ
福
岡
市
内
の
方
言
に
関
し
、
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彩
弱
、 R

 

m
類
の
●
〇
▽
型
が

I
I
I
類
の
そ
れ
よ
り
少
い
事
は
確
か
だ
が
、

右
記
に
お
い
て
、
国
は
殆
ん
ど
例
外
の
な
い
も
の
、
間
は
人
に
よ
り
両
型
の
認
め
ら
れ
る
も
の
を
指
す
。

-
6
.
1
1
1
-

類
⑫
27
％
強
、

子
細
の
点
で
は
個
人
差
が
著
し
い
が
、
今
、
巨
視
的
立
場
か
ら
、
〈
●
〇
▽
型
語
彙
数
を
〇
●
▽
型
語
彙
数
で
除
し
た

値

(
a
の
値
と
称
す
る
）
〉
を
出
し
て
み
る
と
、
次
の
如
く
で
あ
る
。
比
較
的
表
二
の
説
に
近
い
人
の
場
合
は
、
＾
I
I
I
類
⑱
151
％
強
、

皿
類
⑯
16
％
弱
、

m
類
＠
10
％
強
〉
と
い
う
状
態
だ
が
、
中
に
は
令

I
I
I
類
⑯
85
％
強
、

m類
⑰
10
形
強
〉
と
い
う
よ
う
な
人
も
あ
る
。

〔

6
．1
1
2〕

な
い
ら
し
く
、

●

0
▽

型

に

安

定

し

た

語

が

多

い

が

、

せ

い

ぜ

い

右

記

国

の

る
。
右
記
固
の
「
麻
・
泡
」
の
●
〇
▽
型
は
少
数
型
だ
し
、
「
雲
」
に
つ
い
て
は
共
通
語
の
影
響
等
も
考
え
ら
れ
よ
う
か
。

〔

6
．1
2〕

関
し
て
は
、

や
は
り
第
二
拍
狭
母
音
語
に
そ
れ
が
め
だ
つ
。
即
ち
皿
類
⑯
は
、
右
記
「
岨
・
貝
…
…
鰐
」
な
ど
、
福
岡
市
全
域
で
概
ね

皿
類
⑮
で
●
〇
▽
型
に
安
定
し
た
語
は
、

ま
た
右
記

a
の
値
に
関
す
る

I
I
I
類
と

m
類
の
差
を
深
く
追
求
し
て
行
く
な
ら
ば
、
さ
し
当
り
〈

II
類
⑱
よ
り

I
類
⑯
に
お
い
て

a
の

値
が
高
い
＞
と
い
う
よ
う
な
事
も
気
に
な
っ
て
く
る
。

I
I
I

皿

一
方
、
下
記
表
二
の
説
で
多
一
少
-
W
>

式
と
さ
れ
た
福
岡
市
西
部
や
糸
島
郡
地
方
で
も
、

I
I
I
m
類
の
●
〇
▽
型
に

0
●
▽
―
●

0
▽
 

I
I
I
類
⑯
に
多
い
と
い
う
傾
向
性
が
認
め
ら
れ
る
。

や
は
り
東
部
地
域
と
同
様
、

二
名
に
つ
い
て
の
調
査
で
は
、

15
形
弱
、

m類
⑮
8
彩
弱
＞
と
い
う
状
態
で
あ
る
。

前
記

a
の
値
が
令

I
I
I
類
⑯
55
％
強
（
I
類
⑯
58
％
弱
．

II
類
⑯

5
0
%）、

東
部
地
域
と
の
共
通
性
と
言
え
ば
、
西
区
に
お
け
る

I
I
I
類
⑮
や
皿
類
の
●
〇
▽
型
所
属
語
は
、

・
・
・
（
以
上
I

類
）
、
痣
・
門
・
下
・
妻
・
棲
・
姫
・
八
重
…
…
(
I
I類）
、
岨
・
靴
．
恋
•
海
苔
・
萩
・
樹
脂
・
鰐
・
桑
・
霜
・
丈
・
孫
：
·

・
・
・
（
皿
類
）
」
等
々
、

そ
の
語
数
も
具
体
的
語
彙
も
、

ほ
ぽ
前
記
東
部
地
域
の
そ
れ
と
一
致
す
る
。

し
か
し
そ
れ
も

I
I
l
類
の
●
〇
▽
型
と
異
質
で
は

I
I
I
類
⑮
32
％
弱
、

I
I
I
 

m類
⑯
31

「
桑
．
霜
．
丈
・
孫
」
位
で
あ

例
え
ば
西
区
下
山
門
の
老
人
（
西
区
出
身
）

I
I
l
類
⑮
21
％
弱
、

m類
翁

「
姉
・
癒
・
釜
．
鍬
・
駒
・
胡
麻
：
・

16 



下
記
の
表
一
で
は
、

母
音
語
を
主
体
と
し
た
少
数
形
）
の
両
型
に
分
属
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

〔

6

．1
3〕

と
も
あ
れ
〈
●
〇
▽
型
が
皿
類
よ
り
I
I
l
類
に
多
く
、
ま
た
第
二
拍
狭
母
音
語
に
多
い
¥
と
い
う
傾
向
性
は
、

方
言
全
部
|
|
更
に
は
筑
前
式
（
壱
岐
・
対
馬
や
豊
後
の
日
田
地
方
等
を
含
む
）
諸
方
言
の
大
部
分
ー
ー
↓
に
お
い
て
、

I
I
I
-
I
V
V
 

而
し
て
そ
れ
ら
筑
前
式
諸
方
言
は
、
大
抵

Ill

一
多
一
少
式
（
表
一
の
田
河
式
）
を
経
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
故
、
そ
の
意
味
で
は
福

0
●
▽
―
●

0
▽
 

岡
市
西
部
方
言
よ
り
も
東
部
方
言
の
方
が
古
い
姿
に
近
い
と
言
え
そ
う
だ
が
、
し
か
し
現
在
の
西
部
方
言
が
現
在
の
東
部
方
言
の
如
き
状

態
を
経
由
し
た
と
は
、
必
ず
し
も
言
え
な
い
。
福
岡
市
各
地
方
言
の
現
状
に
つ
い
て
は
、
長
期
に
わ
た
り
、
く
り
返
し
行
わ
れ
て
き
た
相

互
の
影
響
関
係
を
先
ず
考
え
る
べ
き
で
あ
り
、
純
粋
親
子
関
係
を
云
々
し
よ
う
と
す
る
事
自
体
、
非
現
実
的
な
試
み
と
言
う
べ
き
か
も
し

〔

6
.
2〕

I
I
I
-
I
V
V
 

も
と
も
と
右
記

III

―
多
一
少
式
（
田
河
式
）
の
場
合
、
I
l
I
類
の
〇
●
▽
型
が
豊
前
式

l
E
式
i
G
式
と
う
け
つ
い
で
き

0
●
▽
―
●

0
▽
 

た
安
定
形
で
あ
る
（
表
一
を
参
照
）
の
に
対
し
、

I
I
I
類
は

G
式
の
●
●
▽
型
か
ら
変
化
し
た
時
、

0
●
▽
（
多
数
形
了
●
〇
▽
（
二
拍
狭

こ
れ
を
一
応
、

田
河
式
と
称
し
た
が
、

ま
た
一
方
、

I
I
I
類
の
●
〇
▽
型
所
属
語
は
、

た
と
考
え
る
。
端
的
に
は
、
壱
岐
の
旧
田
河
村
（
現
芦
辺
町
）
方
言
以
上
に
一

01.Vm-5ovv
＿
式
に
近
い
も
の
も
あ
り
、

I
I
l
 

皿
＿
広
一
少
可
＞
式
に
近
い
も
の
も
あ
っ
た
は
ず
な
の
で
あ
る
。
そ
の
後
者
に
近
い
も
の
は
壱
岐
南
部
の
一
部
に
も
見
ら
れ
る
し
、

lo●
▽
―
●

0
▽
 

福
岡
市
東
部
等
も
か
つ
て
は
そ
の
後
者
に
近
い
姿
だ
っ
た
か
と
考
え
ら
れ
る
。

I
I
l
 

皿

I

n

m

-

W

>

一

式

に

近

い

も

の

も

あ

る

）

0
●
▽
 
1
0
0▽
 

〔

6

．2
1
〕
た
だ
こ
の
場
合
、
例
え
ば
、
〈
一
旦
④
多
一
少
―
W
>
式
（
端
的
に
は
⑥

I

n

o

●
▽
＿
●
〇
▽

に
な
っ
た
地
域
が
、
漸
次
、
R
m
一
広
一
狭
府
＞
式
に
な
っ
て
行
く
＞
と
か
、
〈
そ
の
逆
の
変
化
が
漸
次
お
こ
る
＞
と
か
い
う
事
は
あ
り

0
●
▽
―
●

0
▽
 

得
な
い
。
さ
し
当
り
R
↓
R
の
変
化
等
は
、
念
第
二
拍
が
狭
母
音
で
あ
る
場
合
、
ア
ク
セ
ン
ト
核
を
保
ち
難
く
な
っ
た
変
化
＞
と
し
て
お

こ
り
得
る
よ
う
だ
が
、
し
か
し
R
式
の
場
合
、

I
I
I
類
⑯
の
●
〇
▽
型
語
は
皿
類
⑯
の
そ
れ
と
合
併
し
て
い
る
故
、
第
二
拍
狭
母
音
語
に

方
言
国
語
史
と
地
域
的
隣
接
性
の
問
題
（
奥
村
）

れ
な
い
。

る。

ま
た

地
域
に
よ
り
或
程
度
の
違
い
が
あ
っ

ほ
ぽ
一
般
的
に
認
め
ら
れ

福
岡
市
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0
●
▽
↓
●

0
▽
の
変
化
が
お
こ
れ
ば
、

m
類
も

I
I
I
類
と
行
動
を
共
に
す
る
は
ず
な
の
で
あ
る
。

尤
も
右
記
＾
R
↓
R
或
い
は
そ
の
逆
の
変
化
は
お
こ
り
得
な
い
＞
と
い
う
の
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
内
的
変
化
と
し
て
の
話
で
あ
る
。
そ
の
R
式
と
R

式
と
が
隣
接
し
て
い
る
場
合
、
そ
れ
ら
の
間
に
相
互
的
影
響
関
係
が
お
こ
る
と
い
う
事
は
、
大
い
に
有
り
得
る
話
で
あ
る
。

I
I
I
 

福
岡
市
諸
方
言
（
筑
前
式
諸
方
言
も
）
は
、
多
く
の
場
合
、
一
旦l

l
I一
多
一
少
~
:
>
の
如
き
姿
に
な
っ
た
後
、
程
度
の
差

0
●
▽

l

●
0
▽
 

〈
第
二
拍
狭
母
音
語
を
中
心
と
し
た

0
●
▽
↓
●

0
▽
の
変
化
〉
傾
向
が
お
こ
っ
た
も
の
と
言
え
よ
う
。
そ
れ
故
に

こ
そ
、
福
岡
市
方
言
は
東
部
・
西
部
と
も
に
、

福
岡
市
の
全
域
を
通
じ
て
概
ね
一
致
す
る
の
だ
ろ
う
。

〔

6

．2
2
1〕

河
式
（
右
記
〔
6
．2
1
〕
項
R
式
）
乍
ら
、
西
部
方
言
の
そ
れ
に
比
し
、
や
や
R
式
に
近
か
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

I
l
I
-
I
V
V
 

〔

6

．2
3
〕
所
で
本
稿
の
場
合
、
皿
＿
多
＿
少
を
田
河
式
と
称
し
た
が
、
こ
れ
は
あ
く
ま
で
仝
式
〉
で
あ
る
故
、
筑
前
諸
方
言
が

0
●
▽
―
●

0
▽
 

か
つ
て
田
河
（
壱
岐
の
芦
辺
町
）
方
言
に
近
い
姿
だ
っ
た
と
い
う
推
論
は
、
決
し
て
隣
接
地
域
の
仮
説
に
矛
盾
し
な
い
。
な
お
私
が
、
壱
岐

南
部
の
田
河
村
（
現
芦
辺
町
）
や
武
生
水
町
（
現
郷
浦
町
）
等
で
そ
の
姿
を
確
認
し
た
の
は
、

昭
和

26
年
夏
一
週
間
程
の
調
査
で
あ
る
が
、

こ
れ
に
対
し
金
田
一
春
彦
氏
『
日
本
の
方
言
』

3
8頁
や
下
記
の
表
二
で
は
、
壱
岐
南
部
方
言
が
―

°
•
>
5
e
I
V
o
>

一
の
如
く
示
さ
れ
る
。
特

に
表
二
の
場
合
は
、
〈
壱
岐
南
部
〈
I
I
I
m
/
w
>
〉
、
福
岡
市
東
部
〈
I
I
I
/
m
/
w
>
〉
＞
と
す
る
故
、
拿
匂
岐
南
部
の
旧
田
河
村
〈
I

II/m/~~ 

〉
、
福
岡
市
東
部
〈
I
I
I
m
/
~
>〉
〉
と
い
う
本
稿
の
考
え
方
に
大
き
く
対
立
す
る
。

I
I
l
l
l
I
-
I
V
V
 

〔

6
．2
3
1
〕
勿
論
、
壱
岐
南
部
に
も
芦
辺
町
一
部
（
旧
箱
崎
村
）
な
ど
、
多
一
少
と
見
る
べ
き
地
域
は
存
す
る
。
そ
う
い
う

0
●
▽
―
●

0
▽
 

意
味
も
含
め
て
、
壱
岐
南
部
の
ア
ク
セ
ン
ト
は
筑
前
諸
方
言
の
そ
れ
に
よ
く
似
て
い
る
わ
け
で
あ
り
、
そ
れ
故
に
こ
そ
、
筑
前
式
ア
ク
セ

ン
ト
の
系
譜
を
考
え
よ
う
と
さ
れ
る
添
田
建
治
郎
氏
や
中
村
万
里
氏
に
対
し
、
壱
岐
南
部
ア
ク
セ
ン
ト
の
徹
底
的
調
査
を
、
く
り
返
し
お

す
す
め
し
て
き
た
次
第
で
あ
る
。

こ
そ
あ
れ
同
様
に
、

〔

6

．2
2〕

た
だ
福
岡
市
東
部
は
、

皿
類
⑱
の
〇
●
▽
型
が

(III
類
狭
の
そ
れ
よ
り
少
い
乍
ら
も
）
存
し
て
お
り
、

西
部
に
比
べ
て

I
I
l
類
⑯
の
●
〇
▽
型
が
多
い
故
、
東
部
方
言
の
か
つ
て
の
姿
は
、

同
じ
田

そ
の
語
彙
が
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方
言
国
語
史
と
地
域
的
隣
接
性
の
問
題
（
奥
村
）

市
東
部
よ
り
も
壱
岐
田
河
村
等
に
著
し
か
っ
た
。
後
者
の
場
合
、

の
そ
れ
は
「
綾
・
霜
・
丈
．
姐
・
靴
・
海
苔
・
樹
脂
…
…
」
な
ど
、
か
な
り
の
数
に
の
ぽ
る
。
壱
岐
南
部
方
言
に
お
け
る
〈

I
I
I
/
m
〉

の
区
別
が
、
筑
前
諸
方
言
の
そ
れ
よ
り
は
っ
き
り
し
て
い
る
（
「
は
っ
き
り
し
て
い
た
」
と
言
う
べ
き
か
）
こ
と
は
、
同
じ
島
内
に
〈

m
/
I

!
=
!
~
:
>
〉
の
如
き
ア
ク
セ
ン
ト
（
西
北
部
の
勝
本
な
ど
）
が
認
め
ら
れ
る
事
実
な
ど
か
ら
も
、
容
易
に
察
し
得
る
。

〔

6
.
3〕

一
方
、
表
一
の
田
河
式
に
お
い
て
、
〈
第
二
拍
狭
母
音
語
に
お
け
る

0
●
▽
↓
●

0
▽
の
変
化
〉
が
徹
底
的
に
働
け
ば
、
筑

I
I
I
I
l
l
-
I
V
V
 

前
式
東
部
（
嘉
穂
郡
一
部
等
）
・
豊
後
の
日
田
市
や
日
田
郡
大
部
分
・
対
馬
南
部
の
如
き
広
一
狭
式
（
表
一
の
日
田
式
）
と
な
る
。

0
●
▽
―
●

0
▽
 

〔

6
．3
1
〕
な
お
豊
後
の
日
田
地
方
を
筑
前
式
に
含
め
る
事
に
つ
い
て
は
、
そ
の
地
域
的
非
連
続
性
を
問
題
に
す
る
人
が
あ
る
か
も

し
れ
な
い
。
現
に
〈
日
田
地
方
と
嘉
穂
郡
・
山
田
市
地
方
の
筑
前
式
ア
ク
セ
ン
ト
と
の
間
に
、
朝
倉
郡
・
甘
木
市
地
方
の
一
型
ア
ク
セ
ン

ト
が
介
在
し
、
地
域
的
に
連
続
し
な
い
＞
事
を
気
に
す
る
よ
う
な
記
述
（
『
昭
和
61
年
秋
季
日
本
方
言
研
究
会
要
旨
集
」

6
頁
そ
の
他
）
は
、
し
ば

し
ば
見
ら
れ
る
し
、
中
に
は
日
田
ア
ク
セ
ン
ト
を
、
＾
筑
前
地
方
と
別
個
に
、

も
あ
る
。
し
か
し
日
田
地
方
の
ア
ク
セ
ン
ト
は
、
改
め
て
地
域
的
隣
接
性
の
仮
説
を
主
張
す
る
ま
で
も
な
く
、
当
然
＾
曽
っ
て
朝
倉
・
甘

木
地
方
を
介
し
て
嘉
穂
郡
地
方
の
筑
前
ア
ク
セ
ン
ト
に
続
い
て
い
た
〉
と
見
る
べ
き
だ
ろ
う
。
而
し
て
、
朝
倉
地
方
の
小
石
原
・
秋
月
・

夜
須
等
々
が
、
筑
後
地
方
の
一
型
ア
ク
セ
ン
ト
と
の
関
係
な
ど
も
あ
っ
て
一
型
化
し
た
為
、
現
在
の
如
き
分
布
状
態
に
な
っ
た
と
考
え
ら

右
記
に
関
連
し
て
、
私
は
或
著
名
な
方
言
学
者
か
ら
、
次
の
よ
う
な
意
味
の
私
信
を
頂
い
た
事
が
あ
る
。

m
/
I
V〉
式
や
〈
I
I
I
m
/
~
>〉
式
と
、
西
南
部
の
〈
I
I
I
/
m
~
>〉
式
の
間
に
は
、

の
川
を
隔
て
て
右
記
の
如
き
類
の
対
応
が
見
ら
れ
る
点
は
問
題
だ
〉
云
々
。
し
か
し
こ
れ
も
、
九
州
中
央
部
の
一
型
が
、
西
南
部
式
或
い

は
豊
前
式
・
筑
前
式
等
か
ら
変
化
し
て
で
き
た
と
考
え
れ
ば
問
題
は
な
い
。

れ
る
。 し

か
し
私
の
調
査
結
果
に
関
す
る
限
り
、

つ
ま
り
、
も
と
も
と
豊
前
式
や
筑
前
式
と
西
南
部
式
と
は
相

＾
概
ね
〇
●
▽
型
に
落
ち
着

<
m
類
と
、

一
型
ア
ク
セ
ン
ト
の
大
き
な
川
が
あ
る
。

仝
几
州
北
東
部
の

そ

〈

I
I
I
/

m類
の
●
〇
▽
型
は
「
霜
」
な
ど
ほ
ん
の
一
・
ニ
語
で
あ
る
が
、
前
者

そ
れ
と
似
た
様
な
姿
と
な
っ
た
も
の
＞
と
見
る
よ
う
な
人

●

0
▽
の
混
じ
る

I
I
I
類
と
の
対
立
〉
は
、
福
岡
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〔

6

．3
2
1〕

〔

6
．3
2
2〕

合
と
同
様
、
表
一
の
田
河
式
か
ら
変
化
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

m

I

I

I

 

而
し
て
対
馬
大
部
分
の
広
＿
狭
而
＞
（
峰
式
）
は
、
か
つ
て
は
一
。

5▽
『•
O
w
▽w
_（勝
本
式
）
の
如
き
姿
だ
っ
た
と
見
ら
れ
る
が
、

0
●
▽
―
●

0
▽
 

そ
の
旧
峰
式
（
勝
本
式
）
は
、
旧
豆
殴
式

(
I
I
I
類
⑮
の
多
く
が
〇
●
▽
型
に
な
っ
て
皿
類
＠
と
合
併
）
か
ら
の
変
化
と
は
見
な
し
難
い
。
勿
論

そ
の
逆
も
考
え
ら
れ
な
い
故
、
結
局
、
豆
殴
方
言
と
対
馬
大
部
分
の
方
言
と
は
、
共
に
表
一
の

G
式
か
ら
の
分
派
と
し
て
、
兄
弟
関
係
に

表
一
の
日
田
式
に
は
対
馬
南
部
の
豆
酸
方
言
等
も
含
ま
れ
る
が
、

と
も
あ
れ
現
在
の
福
岡
市
各
地
や
壱
岐
南
部
の
ア
ク
セ
ン
ト
は
、

日
田
式
よ
り
も
古
い
姿
に
近
い
と
言
え
る
が
、
し

と
対
立
さ
せ
ら
れ
る
が
、

い
わ
ゆ
る
拿
地
域
的
隣
接
性
の
仮
説
〉
の
主
張
に
念
を
入
れ
た
も
の
と

接
し
て
分
布
し
て
い
た
が
、

そ
の
境
界
地
域
か
ら
漸
次
一
型
化
し
て
行
っ
た
と
見
る
わ
け
で
あ
る
。

（●

0
▽
)
を
捨
象
し
た
姿
で
あ
る
。

如
上
〔
6

．3
1
〕
項
の
記
述
は
や
や
蛇
足
の
感
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、

理
解
さ
れ
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

I
I
I

皿

〔

6

．3
2
〕
一
方
、
表
一
の
日
田
式
に
関
し
、
表
二
で
は
ー
II

皿
―
W
>
一
（
表
二
の
旧
豆
殴
式
）
↓
＿
広
一
狭
可
＞
（
表
二
の
内
院
式
）

0
●
▽
―
●

0
▽
 

—o
••

l

•
0
• 

の
如
き
成
立
過
程
を
想
定
さ
れ
る
が
、
私
は
厳
密
な
意
味
で
の
ー
II
皿
―
W
>
一
式
の
存
在
を
疑
う
。
表
二
の
旧
豆
殴
式
は
『
九
州
文
化

0
●
▽
―
●
0
▽
 

I
I
I
 

史
研
究
所
紀
要
」

23
号
拙
稿
の
旧
博
多
式

(
G
)
に
よ
っ
た
も
の
ら
し
い
が
、
旧
博
多
式
が
、
厳
密
に
は
皿
多
一
少
W
>
と
見
る
べ
き

0
●
▽
―
●

0
▽
 

W

V

 

I
I
I
 

も
の
で
あ
る
事
は
、
前
述
の
如
く
で
あ
る
。
前
稿
の
旧
博
多
式
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
皿
ー
多
一
少
式
に
お
け
る

I
I
I
類
の
少
数
形

0
●
▽
―
●

0
▽
 

現
存
し
な
い
ア
ク
セ
ン
ト
を
G
式
と
称
し
て
仮
設
し
た
も
の
で
あ
る
故
、

も
如
何
か
と
思
い
、
や
や
巨
視
的
な
表
示
を
し
た
わ
け
だ
が
、
誤
解
の
も
と
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。

余
り
立
ち
入
っ
た
表
示

そ
う
言
え
ば
『
昭
和
61
年
秋
季
日
本
方
言
研
究
会
要
旨
集
』

11
頁
で
も
、
福
岡
市
西
部
・
糸
島
郡
地
方
等
の
ア
ク
セ
ン
ト
を
＿
olen
口一

I
I
I

皿

e
I
V
o
v
v
_
(
C

式
）
の
如
く
示
し
、
福
岡
市
中
央
区
・
城
南
区
等
の
多
一
少
ー
~
>

(
D
式

）

福

岡

市

西

部

や

0
●
▽
―
●
0
▽
 

糸
島
地
方
等
は
、
そ
の

D
式
と
見
な
す
べ
き
事
、
前
述
の
如
く
で
あ
る
。

か
し
日
田
式
ア
ク
セ
ン
ト
が
、
か
つ
て
現
在
の
福
岡
市
や
壱
岐
南
部
の
如
き
姿
を
経
由
し
た
と
断
言
す
る
事
は
で
き
な
い
。

そ
の
豆
殴
ア
ク
セ
ン
ト
も
当
然
、

日
田
方
言
の
場

20 



あ
る
と
想
定
さ
れ
る
。
壱
岐
大
部
分
の
方
言
と
壱
岐
西
北
部
方
言
と
の
間
に
も
、
ほ
ぽ
同
様
の
分
派
関
係
が
想
定
さ
れ
よ
う
。
壱
岐
大
部

分
の
ア
ク
セ
ン
ト
が
、
も
と
も
と
田
河
式
或
い
は
そ
れ
に
準
ず
る
姿
で
あ
り
、
豆
殴
方
言
や
筑
前
式
諸
方
言
の
か
つ
て
の
姿
と
揆
を
一
に

〔

6

．3
3〕

に
つ
い
て
は
、

で
系
譜
関
係
を
考
え
る
＞
べ
き
で
あ
り
、
ま
た
そ
れ
が
可
能
で
も
あ
る
。
而
し
て
そ
れ
が
隣
接
地
域
の
仮
説
と
い
う
も
の
な
の
で
あ
る
。

〔

6
．3
3
1〕

峰
式
に
つ
い
て
も
、

間
の
直
接
的
交
渉
関
係
を
想
定
し
た
わ
け
で
な
く
、
福
岡
地
方
が
、
曽
つ
て
田
河
式
の
如
き
姿
だ
っ
た
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
勝
本
式
↓

ほ
ぼ
同
様
の
事
が
言
え
る
。
対
馬
・
壱
岐
な
ど
を
い
わ
ゆ
る
筑
前
式
に
含
め
た
の
は
、
詮
ず
る
所
、
そ
れ
ら
諸
方
言

が
す
べ
て
表
一
の

G
式
（
旧
筑
前
式
）
か
ら
の
分
派
と
見
ら
れ
る
事
に
基
づ
く
。

な
お
こ
の
よ
う
な
諸
方
言
の
分
派
・
変
化
の
時
期
は
難
問
題
で
あ
る
が
、
と
も
あ
れ
相
当
古
い
時
代
の
事
か
と
思
わ
れ
る
。
例
え
ば
日

田
と
豊
後
諸
方
言
と
の
分
派
は
、
少
く
と
も
大
友
氏
が
日
田
地
方
を
制
圧
し
た
頃
よ
り
も
、
か
な
り
渕
る
は
ず
な
の
で
あ
る
。
交
通
史
研

究
そ
の
他
の
将
来
に
ま
つ
所
が
多
い
。

以
上
、
方
言
国
語
史
的
方
法
の
一
っ
と
し
て
隣
接
地
域
の
仮
説
を
提
唱
し
、
そ
こ
か
ら
方
言
区
分
や
方
言
系
譜
の
問
題
を
考
え

た
が
、
特
に
そ
の
後
者
の
具
体
例
と
し
て
は
、
九
州
諸
方
言
ア
ク
セ
ン
ト
の
系
譜
論
を
試
み
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
面
に
関
し
、
な
お
記
す
べ

き
問
題
は
多
く
残
さ
れ
る
が
、

〔

7
.
1〕

〔

7
〕

方
言
国
語
史
と
地
域
的
隣
接
性
の
問
題
（
奥
村
）

ン
ト
分
布
図
を
掲
げ
て
お
こ
う
。

最
後
に
本
稿
の
考
え
方
を
具
体
的
に
示
す
為
、

そ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
す
べ
て
別
稿
を
ま
ち
た
い
。

従
っ
て
、

と
も
あ
れ
い
わ
ゆ
る
筑
前
式
に
は
、
壱
岐
や
対
馬
地
方
等
も
含
ま
れ
る
わ
け
だ
が
、

や
は
り
A

筑
前
（
豊
後
の
日
田
地
方
を
含
む
）
は
筑
前
、
壱
岐
は
壱
岐
、

す
る
事
な
ど
、
前
述
の
如
く
で
あ
る
。

そ
れ
ら
諸
方
言
の
具
体
的
な
系
譜

対
馬
は
対
馬
と
い
う
よ
う
に
、

そ
れ
ぞ
れ
の
内
部

表
一
で
田
河
式
↓
福
岡
式
と
あ
る
の
も
、
壱
岐
南
部
の
田
河
村
（
現
芦
辺
町
）
地
方
と
筑
前
福
岡
地
方
と
の

筑
前
式
諸
方
言
を
中
心
と
し
た
ア
ク
セ
ン
ト
系
譜
表
二
つ
、
及
び
ア
ク
セ

21 



●
●
▼
 

●
0
▽
 

Il 

名

義

抄

式

〔
表
一
〕

翠
7

0
0▼
 
1
0●
▼
 

m
 
N 

0
●
▽
 

V 

九

州

諸

方

言

ア

ク

セ

ン

ト

の

系

譜

0
●
▼
 

I
V
V
 

．．
 ▼
一
●

0
▽

I
I
l
 

III 

旧
豊
前

(
B
)
式

●
●
▽

-
0
0▼
 

I
I
I
 

Ill 

旧
見
島

(
C
)
式

0
0
▼
 

I
V
V
 

o.▼
 

I
V
V
 

●
0
▽
 

I
V
V
 

Ill 

0
●
▽
―
●

O
V
 
0
●
▼
 

I
I
I
 

皿

W
V
 

[
 

,、．
9
、,
9

1

、9
:
；
4
9
,
．,．

l

見
島
（
在
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I
l
l
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W
V
 

●
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▽
 

W
V
 

@
o
v
 
0
●
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0
0
 

・。
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IlIIVV 

旧
西
南
部

(
F
)
式

IlI 

本
稿
の
表
二
等

〔注〕

．．
 0
は
そ
れ
ぞ
れ
高
音
部
・
低
音
部
を
示
す
。
▽
。
▼
は
「
ガ
・
ニ
・
ヲ
」
等
の
助
詞
を
示
す
。

田
河
式
—
壱
岐
郡
旧
田
河
村
（
現
芦
辺
町
）
な
ど
、
壱
岐
中
部
・
南
部
や
筑
前
の
各
一
部
。

I
I
I

類
の
●
0
▽

型
語
数
に
よ
り
、
種
々
の
段
階
が
あ
る
。
端
的
に
は

I
I
I
類
の
第
二
拍
狭
母
音
語
の
多
く
が
●

0
▽

型
に
な
る
場
合
も
あ
り
、
●
〇
▽
型
語
が
ご
く
少
い
所
も
あ
る
。

福
岡
式
ー
福
岡
市
は
じ
め
筑
前
各
地
や
壱
岐
中
部
。
南
部
等
。

IIIIll
類
の
●
〇
▽
型
は
、
第
二
拍
狭
母
音

語
に
多
く
、
ま
た

IlI
類
よ
り
I
I
I
類
に
多
い
が
、
そ
の
様
相
に
よ
り
種
々
の
段
階
が
見
ら
れ
る
。
田

河
式
と
の
区
分
の
曖
昧
な
場
合
も
あ
る
。

日
田
式
ー
豊
後
日
田
地
方
や
筑
前
嘉
穂
郡
一
部
・
対
馬
南
部
等
。

そ
の
他
こ
の
表
に
つ
い
て
は
『
九
州
文
化
史
研
究
所
紀
要
』
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や
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も
参
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の
事
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〔
表
二
〕
『
昭
和
61
年
秋
季
国
語
学
会
要
旨
集
』

55
頁
所
掲
の
ア
ク
セ
ン
ト
系
譜
（
添
田
氏
説
）

I西南部式諸方言 I

b
 

安心院式…大分県宇佐郡安心院町，院内町など
筑前式•福岡県宗像郡，福岡市西部域糸島郡，長崎県壱岐郡郷ノ浦・石

田・芦辺町など
博多式••福岡市博多区・東区など中心部，筑紫郡那珂川町，粕屋郡久山

町など
住吉式…長崎県壱岐郡芦辺町住吉
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